
日本MAB計画の課題と展望

松田裕之(Yokohama Nat’l Univ.)
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http://mab.main.jp/english/ Symposium at Shiga Highland BR 2011



吉田ら『世界遺産を問い直す』

• 世界遺産は危機に瀕している（184頁）。

• 自然遺産“人と自然の相互作用”の価値喪失

• 保護区で人と自然の関係の価値を取り戻す

• 1977年作業指針 (ii)｢進行中の地質学的，
生物学的過程，人と自然の相互関係｣

• 1992年基準｢人と自然の相互関係｣が文化遺
産の「文化的景観」の基準に統一

• IUCN文書1971年 自然遺産は「人によって改
変された地域も含む」（28頁）。
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書評 http://d.hatena.ne.jp/hymatsuda/20180901/1535820810



Japanese MAB dormant age
日本MABの休眠

Aruga（InfoMABNo.41), Monji1, Takai1

• 1970: Japan became a MAB-ICC member
日本がMAB国際調整理事会理事国に

• 1980: 4BR designated (paper parks)
4つの生物圏保存地域（エコパーク）登録

• 1987: Japan InfoMAB established (JCC)
Japan InfoMAB創刊

• 2005~2009.5 JMC* not held 34, members expired
MAB国内委員会未開催，委員任期切れ

• Periodic reviews of 4BR in 1998 & 2007 by JCC 
scientists, granted from JSPS
4BRの「定期報告」を科研費報告書により提出
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*JMC = Japanese National MAB Committee (or formerly focal point)

1996

2007



世界遺産、ジオパークとの比較
生物圏保存地域 世界自然遺産 UGジオパーク

３つの機能の相互促進を目的とした３つ
の地域区分を有する地区（サイト)
①次の３つの機能を有する。
(1)保全機能、(2)学術的支援、(3)経済と社
会の発展

②次の３つの地域区分を有する。核心地
域、緩衝地域、移行地域

③生物圏保存地域の保存管理や運営、
上記３機能の実施に関する計画を有して
いること。

④生物圏保存地域の管理方針又は計画
の作成及びその実行のための組織体制
が整っていること。また、組織体制は、自
治体を中心に当該地域に関わる幅広い
主体が参画していること。
⑤ユネスコ世界BRネットワークへの参画

顕著な普遍的
価値（OUV）を保
有する地域

①次の４つの登
録基準（クライテ
リア）の１つ以上
に合致する。自
然美、地形・地
質、生態系、生
物多様性

②完全性を満た
す。

③必要な保護
管理上の要件
を満たす。

地形、地質学的
遺産を有する地
域について、次
の①～⑥の基準
が、一定の程度
以上満たされて
いること。
①規模と環境

②運営及び地域
との関わり
③経済開発
④教育
⑤保護と保存

⑥世界ジオパー
クネットワークへ
の貢献



韓国済州島のゾーニング

BR 移行地域

BR 核心≒世界遺産

松田裕之

世界遺産

BR核心地域

BR緩衝地域

http://risk.kan.ynu.ac.jp/matsuda/2014/140809JICA.pdf



図 1 屋久島国立公園と世界遺産の
地域区分（環境省HPより）



図 2 屋久島・口永良部島ユネスコエコパーク
の地域区分（ユネスコへの申請書より）



BR範囲 ・只見町全域および隣接する檜
枝岐村の一部。

核心地域 ・森林生態系保護地域の「保存
地区」

（重複する越後三山只見国定公
園の「特別保護地区」と特別地
域」の一部を含む）

緩衝地域

A

・越後三山只見国定公園の「特
別保護地区 」

（重複する森林生態系保護地域
の「保全利用地区」の一部を含
む）

緩衝地域

B

・核心地域、緩衝地域A以外の
国有林

・核心地域に隣接する「町有林」
「財産区有林」

移行地域 ・核心地域、緩衝地域以外の山
林原野、農耕地、住居地

只見ユネスコエコパーク
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只見ユネスコエコパーク
申請概要書より
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みなかみBR
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Crocker Range
BR (CRBR)

Kinabalu 

Park 

CRBR

先住民は核
心内の緩衝
（CUZ）に住ん
でいる
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MAB Ecotone とSeaBRnet
–日本の大きな貢献

Han Qunli



Why did Japanese MAB revive?復活の理由

1. CBD/COP10 event was held in 10/2010.
生物多様性条約名古屋会議で文科省主催副行事

2. Aya BR was submitted in 2012. 綾BRの新規申請
3. Madrid Action Plan forced all BRs to establish transition areas 

and management plans by 2015.
全BRに2015年迄に移行地域と管理計画策定要請

4. We use “UNESCO Ecopark” as nickname of BRs.
国内で「ユネスコエコパーク」という通称を決定

5. WH experts respect BR scheme; BR encourages living 
harmony with nature. (Shiretoko)
世界遺産関係者がBR制度を評価。人と自然の共生に合致

6. Integrated Local Env. Knowledge Project strongly support JCC. 
地球研「地域環境知」事業がMAB計画を旅費等支援

7. We organized Jpn BR Network (JBRN) since 2010.
日本ユネスコエコパークネットワークを組織
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1.Application of UNESCO's Man and the Biosphere 
Programme as an international institution to harmony 

between utilization and conservation

At Annual Meeting for Ecological Society of Japan
March 17, 2010, Univ. Tokyo

• Matsuda H, Sakai A (YNU)
• Ohsawa M (NACS-J) MAB-BR: A 

conservation framework of SATOYAMA

• Han Q (UNESCO) Development of the Man 
and the Biosphere (MAB) Programme in Asia -
main achievements and lessons learnt

• Hong S-K (Mokpo U) Living harmoniously with
man and nature systems in Shinan Dadohae BR

• Comment: MoEJ, MEXT, JMC
13http://risk.kan.ynu.ac.jp/gcoe/100317ESJ.html#Eng

Visit Aya



History of Japanese BRs Network (2010-)

• 2010 J-BRNet メールリストとして組織（計画委
員会主導）

• 2012 J-BRNet規約制定

• 2012綾BR登録 (日本で32年ぶり)

• 2013只見BR推薦地で第1回JBRN会議
• 2014 只見BR、南アルプスBR登録
• 2014 白山市で第2回JBRN会議
• 2015 滋賀高原で第3回JBRN会議

– EABRNとの合同セッション
– JBRN定款変更（登録地自治体主導に転換）

Original slide from 中村真介氏



JBRNサイトhttp://jbrn.main.jp/を作ったが



持続発展教育（ESD）とユネスコ人間と生物圏（MAB）計画における
我が国の取組に関するシンポジウム
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生物多様性条約COP10副行事 2010年10月26日
主催：文部科学省、日本ユネスコ国内委員会
共催：日本MAB計画委, ESD-J、国連大学高等研
究所、環境省
後援：林野庁、日本生態学会、横浜国立大学
13:15 開会挨拶藤嶋信夫（文部科学省）
13:20 基調講演（１） アナ・パーシック（ユネスコ）生物圏保存地
域-持続可能な発展を学ぶための世界のネットワーク
13:35 基調講演（２） 鈴木克徳（金沢大学・国連大学・ESDーJ）
MABプログラムを活用したESDの推進
13:50 パネル討論 日本のMAB、ESDの相互連携と発展の展望
松田裕之、アナ・パーシック、鈴木克徳、洪善基、高野孝子

この行事は文部科学省ユネスコパートナーシップ事業の支援を
受けた



• 10月 25-26, 2013
• 36人参加

第1回

只見

Original slide from 中村真介氏



• 11月27-28, 2014
• 白山市
• 61人参加

2nd Meeting

Original slide from 中村真介氏



Reorganization of JBRN since 2015

日本BRネットワークの再編

• 個人でなく自治体単位

• (10万円/年)会費制

• 正会員, Research member，研究会員

• 省庁と研究者は傍聴者

• 計画委員会の助言

• 事務局はBR輪番制

• 顔合わせの会合

Original slide from 中村真介氏



• 10月6-8日,2015
• 志賀高原
• 70 人参加

3rd Meeting

Original slide from 中村真介氏



EABRN 会議in 志賀高原2015 

• EABRN and JBRN 合同セッショ
ン

• 主に研究者と政府代表

• 日本の各BR実務者（自治体
職員）からの発表

• 地域主導の重要性を強調

Yakushima

Aya

Mt. Hakusan Original slide from 中村真介氏



「生態系の保護・保全のみならず自然と人間社会の共生に重点
を置く」というユネスコエコパークの理念にイオン環境財団が賛同
し連携協定を締結

協定期間 ５年間

連携事項

１．生物多様性の保全

２．持続可能な資源利用と発展

３．ユネスコエコパークを利用した環境教育

４．ユネスコエコパークの価値と知見の啓蒙

日本ユネスコエコパークネットワークとの連携協定

22 2017年8月7日に調印式を実施
イオン環境財団より



日本のBRの2つのタイプ
(Tanaka & Wakamatsu 2018)

• 単独自治体型

– 屋久島・口永良部島、
綾、只見、みなかみ

– 多様な関与者を含む管
理主体

– BR登録は通過段階

• 複数自治体型

–白山,大台ケ原・大峯

山・大杉谷、南アルプス、
祖母・傾・大崩

–管理機関は参加自治
体で構成

– BR登録は自治体連携
の出発点



Biosphere reserves in Japan 

http://mab.main.jp/br_top/br_2/



日本のBRのロゴ

Aya 2012
Shiga Highland 

1980/2014

Tadami 2014 Minami Alps 2014

Mt. Odaigahara, Mt. Omine
and Osugidani 1980/2014

Mt. Hakusan
1980/2014

2017 2017

JBRN logo established in 2015

ロゴ未定
Yakushima and 

Kuchinoerabu Jima
1980/2014 

or Yakushima WH



島嶼BRを重視するユネスコ

West-Estonian Archipelago Biosphere Reserve, Estonia

2012.2 第1回WNIBR会議（スペイン・メノルカ島）
松田が招かれ、屋久島の紹介

2012.9 第2回WNIBR会議（韓国済州島）
手塚氏が招かれ、屋久島の紹介

2013.8 第3回WNIBR会議（西エストニア）
岡野氏が招かれ、屋久島の紹介



Future mission of JCC計画委員会の将来方針

• 各BRへの助言（申請書等）

• 地域研究者の組織化

• 国内委員会支援

• 世界遺産，ジオパーク，農業遺産との協同

• 科学知と地域知の協同の推進

• 科学者ネットワークを外国に勧める

• シカ管理？

Mt Odaigahara, Omine BR

1963 1996 2004
Photo by 
Prof. Suganuma

Matsuda 2016/3/16 Lima



「ユネスコエコパーク――持続可能な地域社会のモデルとして
の自然保護区」(仮題)京都大学出版会2019年3月
松田裕之・佐藤哲・湯本貴和 (eds.) Kyoto Univ. Press

1. 世界遺産とはどこが違うのか？ （松田）
2. ネスコエコバークの理念の変遷と日本のかかわり（岡野隆宏）
3. 生物圏保存地域の世界での活用事例（比嘉基紀ら）

– レッドベリー・レイク（カナダ）—住民による手づくりの生物圏保
存地域一（北村健二）

4. 日本におけるMAB計画の復活（松田）
5. 日本ユネスコエコバークネットワークの誕生（中村真介）
6. ネットワークを統御する：共通経費と取引費用（田中俊徳）
7. 複数の自治体に跨るユネスコェコバークの実情（若松伸彦ら）
8. 地域資源の内発的な再評価とブランドの構築（大元鈴子）

– 綾町—半世紀前に従来型の開発と決別した綾町の取り組み（朱宮ら）

– 白山—協議会による管理運営— （中村真介）
9. 全国のシカ問題をユネスコェコパークから考える（湯本貴和ら）
10. 終章（佐藤哲）




